
レギュレーション�



ヨーロッパでは2020年前後に
全ての新築が
カーボンニュートラルが法制化。

日本の断熱基準も2020年に強化。



厳しい自主基準
エネルギーの見える化　エネルギーパス
↓
建物に対する「燃費」という概念の顕在化



健康問題 �



年間17000人の方が自宅で倒れている。

　　　日本の住宅は間欠暖房なので、一軒あたりのエネルギーは
　　　ドイツの住宅の１／２のエネルギーを使っている。
　　　
　　　日本の住宅は世界的に見て貧しいと言わざるを得ない。

自殺　30000人。東日本大震災18550人。交通事故　4411人。

ヒートショック



人口問題�
少子高齢化と人口減少�







日本では住宅が余っている。 
800万戸／5000万戸＝16% 

 
 



世界のトレンド�



ドイツ

1998   再生可能エネルギー 3％
2012 再生可能エネルギー 25％
2050 再生可能エネルギー 80％

固定価格買取制度（FIT）の導入
 省エネルギーが効果的。



エネルギーの高騰�



石油の生産量





毎年 
23兆円 
の流出 



日本のエネルギー自給率　4％ �
ちなみに日本の食糧自給率　40％�



建物とエネルギー

総エネルギーの33％
電気に関しては70%�

�

　建物で消費されている。

　　これらは技術で簡単に減らせる。



電気は高級なエネルギー�



だが、日本の建物の現状は、まるで、、



CIVIC　CVCCエンジン　当時遵守するのが難しいと言われたマスキー法をクリア
１９７０年代最優秀技術車（AUTOMOTIVE ENGINEERING）





建物のエネルギーコストをゼロへ�



自動車の燃費 
 
 

建物の燃費 
 



自動車の燃費 
km／ℓ 

 
建物の燃費 

 



自動車の燃費 
km／ℓ 

 
建物の燃費 
kWh/㎡ 











現在の技術で 
家は簡単にオフグリッドになる。 
 
 
太陽光パネル　４kWh　120万円 
定格電流２.２kW　3.0kW 
TESLA 社の蓄電池　10kWタイプ　360ドル 
 
 
熱はペレットストーブで 
熱交換機付きボイラ　　←給湯、暖房、調理 
ヨーロッパで80万円 
 
合計240万円 
 
 



断熱改修はブルーオーシャンである。 



断熱改修のノウハウはエコハウスの新築 
でしか得られない技術である。 



どうやって、プリウスみたいな
住宅をつくることができるか？



吉田兼好の呪縛

「住まいは夏を旨とすべし」



秋田県能代
西方里見さん
のアトリエ

136m2（４１坪）
がファンヒータ1台で十分暖か



高断熱高気密住宅のイメージ戦略の失敗



電気は高級なエネルギー�



エネルギーの削減



断熱材 トリプルガラス窓 













断熱材
屋根　高性能グラスウール　400mm
壁　　高性能グラスウール　300mm

基礎立上がり　ポリスチレンフォーム150mm
基礎　底版　　ポリスチレンフォーム100mm

木製トリプル窓
第１種換気システム

＋
気密構法
＋

太陽光発電、太陽熱温水器、ペレットボイラ



























オガールタウンの決めごと 
 
町有地５７区画を 
町の工務店１７社　がつくった協同組合を中心に 
指定業者 
 
 
○町産材　構造８０％以上　　←　農林公社を経由 
○外壁材30%以上　木材を奨励 
○年間暖房負荷48kWh/m2（Q値は約1.0） 
　C値0.8㎠／㎡ 
 
オガールタウン景観協定　←　町と共同作業で策定 
 





改修のポイント 
 



断熱は隙間なく。 
 



バランスが大事 
 



屋根断熱 
 



屋根断熱 
 

対流を止める 



窓の断熱 



窓の断熱 
最も熱を逃がしやすい 



窓の断熱 
断熱ブラインド→２重窓→窓交換 






















